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受験上の注意  受験する科目を試験開始後に各自で２科目選択してください。 

 

① 試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開いたり裏返したりしてはいけません。 

② 机の上に置いてよいものは、受験票、筆記用具（鉛筆、シャープペンシル、消しゴム、鉛筆 

キャップ、鉛筆削り）、眼鏡、ハンカチ、薬、ティッシュペーパー（袋又は箱から中身だけ 

取り出したもの）、時計のみです。なお、時計は計時機能だけのものに限ります。 

③ 携帯電話及びスマートフォン等の電源は必ず切ってください。 

④ 小論文の問題は見開き１ページです。 

⑤ 解答用紙は１枚です。 

⑥ 受験番号と氏名は、問題冊子及び解答用紙のそれぞれ所定の欄に必ず記入してください。 

⑦  問題の解答時間は2科目合わせて120分です。 

⑧ 解答は別紙の横書きの解答用紙に600字以内でまとめてください。 

⑨ 問題冊子の余白は下書きに用いてもかまいません。 

⑩ 解答用紙の余白および裏面には何も書いてはいけません。 

⑪ 問題に疑問のある場合は黙って手を挙げてください。ただし、問題の内容に関する質問につい

ては受け付けない場合があります。 

⑫ 試験中に気分が悪くなった時やトイレに行きたくなった時は、手を挙げて係員の指示に従って

ください。 

⑬ 印刷に不鮮明な箇所がある場合は、黙って手を挙げてください。 

⑭ 解答用紙は汚れても新しいものとは交換しません。そのまま提出してください。 

⑮ 解答終了の合図で、筆記用具を置いてください。 

⑯ 係員が答案の回収を終えるまで、席を立たないでください。 

⑰ 問題冊子は試験終了後持ち帰ってください。 



次の文章を読み、あとの問いに答えなさい。 

 

 

「食料安全保障」というと、日本では、食料自給率の話と混同されがちですが、国際社会で

は異なった意味合いを持ちます。1996 年の世界食料サミットでの定義は、「すべての人が、い

かなる時にも、活動的で健康的な生活に必要な食生活上のニーズと嗜好を満たすために、十分

で安全かつ栄養ある食料を、物理的、社会的及び経済的にも入手可能である時に達成される状

況」です。この長い定義を理解するためには、「供給」、「アクセス（手が届くこと）」、「利用」、

「安定」という四つの要素に注目する必要があります。 

 「供給」は十分な質と量の食料が生産されたかどうかで判断されます。日本語に直しにくい

「アクセス」という言葉は、経済、社会、文化、宗教的な制約の中で入手できるかどうかとい

う意味で、特に消費者の手の届く場所や値段で供給されたかどうかが重要となります。「利用」

は入手したものを正しく消費できたかどうかを考慮するもので、栄養価を壊さないで消費でき

たのか、ロスや無駄にならなかったのかなど、いかに正しく利用できたかを考えます。一方、

「安定」の場合、季節や時期などに関係なく必要な栄養を十分に入手できることが条件となり

ます。この四つの側面がすべて実現して初めて食料安全保障が実現したと言えるのです。 

(中略) 

ＦＡＯ（国連食糧農業機関）では、飢餓を生み出す要因として、経済ショック・停滞、気候

変動による災害と長期的な気候の変化、そして紛争の三点に注目しています。 

(中略) 

 そこで食料問題の解決のために国連が提唱しているのが、環境への負荷が少なく、紛争や災

害、気候変動などのショックに強く、安全性が高く、誰も取り残さずより公平になるよう、現

在の農業、食料の生産、加工、流通、消費、廃棄などのサプライチェーンのすべての段階で変

革していくことです。それには、農業分野や食料関係者だけでなく、環境、人権、経済、栄養、

教育など、様々な分野の人と協力していくことが不可欠です。食料問題の解決にかかわる仕事

は、このように、農業や食料を超えた分野、特に環境分野と貧困や不平等の解決と密接にかか

わることなのです。 

 

参考文献 

植木安弘(編著)『国連で働く──世界を支える仕事』 (岩波ジュニア新書、2023年)78－82頁より抜粋･再構成･一部変更。 

 

 

問 文中の国連が提唱している食料問題の解決策について、①「農業分野や食料関係者だけで

なく、環境、人権、経済、栄養、教育など、様々な分野の人と協力していくこと」の具体例を

述べたうえで、②あなた自身の考えを 600字以内で書きなさい。 

 


